
平成２９年度  
名寄市教育改善プロジェクト委員会 
教育研究（研修）の充実に関する研究グループ 

  活  動  報  告 
   発表者 名寄西小学校教諭 齋藤年恵 

       平成３０年１月２３日(火) 

                    名寄市民文化センター 

○研究内容 
 教員の資質・能力の向上を目指す研修(研究)の推進 
 
 ❶特別な支援を必要とする児童生徒の指導の充実 
 ❷道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる 
  道徳教育の充実 
 ❸生涯にわたって運動に親しもうとする態度を育む 
  体育、保健体育の充実 
 ❹外国語でコミュニケーションを図ろうとする態度 
  を育む外国語教育の充実 
 ❺ＩＣＴ機器の効果的な活用の調査・研究 

  



日 時：平成２９年５月１６日（火） 
場 所：名寄市立名寄西小学校 体育館 
講 師：風連中学校 教諭 米田 健二 
参加者：名寄市内小学校教員、中学校の体育科担当教員等 合計４０名 

新体力テストに関わる研修会（体育･保体班） 



成 果 と 課 題 

○すぐに指導に生かすことができた。 

○授業に取り入れやすく、子どもたちが楽し  

 く取り組める内容であった。 

○子どもたちに自信をもたせながら運動させ 

 る方法について、学び合うことができた。 

●新体力テストの測定に入る前の研修会の実 

 施 



日時：7月24日(月)６校時 
児童：名寄西小学校5年1組 
授業者:教諭 齋藤 年恵 
主題名:｢困難を乗り越えて｣
(内容項目1-(2)〈希望･勇気･努力〉) 

資料名:『名寄岩』 
    (名寄市共通教材  
    参考文献｢涙の敢闘賞｣) 

ねらい  
 より高い目標を立て、希
望と勇気をもってくじけな
いで努力しようとする態度
を養う。 

郷土教材『名寄岩』による授業研究（道徳班） 



○大関になる大変さを説明し、子どもたちに相撲の 

 情報を的確に与えていた。 

○ＩＣＴの効果的使用、内容もよかった。 

○発問数、授業の流れもよかった。 

○交流場面は、一人一人の考えを深めるのに有効 

 であった。 

●「考え、議論する道徳」の実現に向けて 

●自分の考えについて根拠をしっかりもたせること 

●授業最後の自分事として学習を振り返る手立て 
 
 

成 果 と 課 題 







１年間の取組を振り返って 

◎道徳の郷土教材「名寄岩」の研究について、理解をより一 

 層深めることができた。 

◎英語と道徳のリーフレットの作成は、所員が学習する機会 

 となり、保護者・地域の方にも知ってもらえるものとなっ 

 た。 

☆取組を、自校の先生方にしっかり伝える。 

☆授業研究、評価についても研修をする。 

☆外国語科の授業研究を中心に研修を進める。 
 


